
お れ た ち

【
竹
達
浩
通
信
員
＝
南
千

住
分
会
】
第
二
次
世
界
大
戦

最
大
の
激
戦
地
で
あ
る
沖
縄

で
は
戦
況
が
切
迫
し
、
敗
戦

が
濃
厚
に
な
っ
た
１
９
４
５

年
６
月
23
日
に
、
第
32
軍

司
令
官
・
牛
島
満(

う
し
じ
ま

み
つ
る)

中
将
と
長
勇(

ち
ょ

う
い
さ
む)

参
謀
長
が
自
決

し
、
沖
縄
の
全
軍
の
組
織
的

機
能
が
崩
壊
し
て
防
衛
戦
闘

が
終
結
し
た
日
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

沖
縄
で
は
６
月
23
日
を
沖

縄
戦
犠
牲
者
を
悼
む
「
慰
霊

の
日
」
と
定
め
て
、
平
和
記

念
公
園
で
「
沖
縄
全
戦
没
者

追
悼
式
」
が
営
ま
れ
ま
す
。

沖
縄
戦
で
の
犠
牲
者
数
は
日

・
米
含
め
て
20
万
６
５
６
人

（
１
９
７
６
年
沖
縄
県
援
護

課
発
表
）
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。過

去
の
歴
史
に
学
ば
な

い
、
自
公
政
権
の
戦
争
準
備

が
急
進
し
て
い
る
情
勢
の
な

か
で
の
６
月
16
日
～
18
日
、

戦
場
体
験
放
映
保
存
会
主
催

の
「
沖
縄
の
戦
争
展
」
が
、

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
取
材
し
ま
し
た
。

今
回
の
戦
争
展
は
戦
場
体

験
者
の
証
言
パ
ネ
ル
展
示

と
、
「
平
和
の
礎
」
の
刻
銘

者
、
24
万
１
６
８
７
名
の
名

前
読
み
上
げ
の
集
い
と
同
時

開
催
で
、
読
み
上
げ
の
声
は

絶
え
る
こ
と
な
く
続
き
ま
し

た
。「

平
和
の
礎
」
に
は
沖
縄

県
民
14
万
９
５
８
４
名
、
県

外
の
日
本
兵
・
軍
属
な
ど
７

万
７
４
５
８
名
、
米
兵
１
万

４
０
１
０
名
、
英
兵
８
２

名
、
大
韓
民
国
出
身
者
３
８

２
名
、
北
朝
鮮
出
身
者
８
２

名
、
台
湾
出
身
者
34
名
が
母

国
語
で
刻
銘
さ
れ
て
い
ま

す
。
【
戦
場
体
験
資
料
館
つ

う
し
ん
第
33
号
よ
り
】

監
視
所
と
壕
内
情
報
部
に

分
か
れ
任
務
に
就
く
、
敵
の

襲
来
状
況
、
攻
撃
目
標
、
艦

船
の
状
況
等
逐
一
報
告
。
５

月
17
日
通
信
隊
員
２
名
初
め

て
犠
牲
者
が
出
る
。

５
月
27
日
、
米
軍

の
攻
撃
激
し
く
重
要

書
類
、
99
式
電
話
機

等
を
焼
却
し
て
南
部

に
撤
退
、
翌
午
前
４

時
ご
ろ
南
風
原
（
は

え
ば
る
）
陸
軍
病
院

壕
に
到
着
、
こ
の
場

所
を
死
守
せ
よ
と
の

命
で
タ
コ
ツ
ボ
を
掘

っ
て
潜
む
が
、
日
本

軍
の
戦
車
は
那
覇
方

面
に
通
り
過
ぎ
た
。

さ
ら
に
南
部
へ
出
発

す
る
と
き
看
護
の
女

学
生
が
、
残
っ
た
負

傷
兵
に
白
い
小
さ
な

袋
を
配
っ
て
い
ま
し

た
。負

傷
兵
は
皆
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
受
け
取
っ
て
い
た

が
、
そ
れ
が
毒
だ
と
知
っ
て

い
た
と
思
う
が
皆
静
か
だ
っ

た
。６

月
19
日
、
摩
文
仁
（
ま

ぶ
に
）
の
壕
で
、
数
人
の
参

謀
が
大
本
営
に
小
舟
で
出
発

す
る
こ
と
に
な
り
、
水
産
学

校
出
の
者
５
名
が
同
行
し
た

が
全
員
戦
死
し
た
模
様
。

６
月
20
日
、
特
攻
中
隊
編

成
、
水
産
学
校
隊
は
２
隊
に

分
か
れ
て
切
り
込
み
に
出
ま

し
た
。
先
遣
隊
は
玉
砕
し
、

自
分
の
隊
は
敵
の
砲
撃
で
身

動
き
が
で
き
ず
退
却
し
ま
し

た
。６

月
21
日
、
重
砲
火
攻
撃

の
後
、
敵
に
退
避
壕
内
に
ガ

ソ
リ
ン
を
撒
か
れ
壕
内
は
一

瞬
に
火
の
海
と
な
り
、
更
に

爆
雷
が
投
下
さ
れ
壕
が
落
盤

し
て
生
き
埋
め
に
な
っ
た
。

石
の
下
敷
き
に
な
り
動
け
な

い
、
幸
い
奥
か
ら
来
た
兵
士

に
助
け
ら
れ
脱
出
し
ま
し

た
。我

に
返
り
軍
務
の
た
め
司

令
部
壕
に
行
き
、
牛
島
中
将

に
「
瀬
底
二
等
兵
、
垂
抗
道

入
口
爆
雷
投
下
全
員
生
き
埋

め
報
告
い
た
し
ま
す
」
と
報

告
し
、
牛
島
中
将
は
自
分
の

名
前
を
聞
き
、
手
帳
に
書
い

て
い
る
様
子
で
し
た
。

直
後
下
士
官
に
入
口
を
死

守
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
歩
い
て

い
る
う
ち
に
気
を
失
っ
た
。

目
覚
め
る
と
す
で
に
牛
島
司

令
官
は
自
決
し
て
い
ま
し

た
。
壕
内
に
生
き
残
っ
て
い

た
同
級
生
２
名
と
壕
を
出

て
、
一
緒
に
い
た
失
明
し
た

海
南
（
台
湾
）
の
学
生
も
誘

っ
た
が
彼
は
固
辞
し
て
自
決

し
ま
し
た
。

壕
を
探
し
て
具
志
頭
（
ぐ

し
と
う
）
出
身
の
女
性
３

人
、
夫
婦
、
Ｔ
一
等
兵
、
工

業
学
校
生
の
７
人
と
合
流
し

て
し
ば
ら
く
一
緒
に
生
活
し

た
。
７
月
下
旬
、
摩
文
仁
に

芋
ほ
り
に
行
っ
た
帰
り
に
地

雷
に
触
れ
、
Ｔ
一
等
兵
と
民

間
人
５
人
は
死
亡
し
ま
し

た
。
こ
の
時
の
怪
我
が
も
と

で
同
級
生
の
一
人
も
死
亡
、

後
に
銃
撃
を
受
け
て
工
業
学

生
も
死
亡
、
１
９
４
５
（
昭

和
20
）
年
10
月
３
日
に
投
降

し
た
、
収
容
所
で
病
院
に
行

く
と
い
っ
て
別
れ
た
最
後
の

同
級
生
も
、
帰
ら
ぬ
人
と
な

り
水
産
学
校
通
信
隊
で
生
き

残
っ
た
の
は
私
一
人
と
な
っ

た
。

(

出
典

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
証
言
パ
ネ
ル
よ
り)

( 1 ) ２０２３年７月１０日 第６５７号
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「
平
和
の
礎
」
に

再
び
刻
ま
な
い
為
に

戦
争
体
験
者
の

証
言(

要
約)

平和記念公園にある平和の礎

平和記念公園にある平和の火

鉄血勤皇隊として防衛招集された子供

(Wikipediaより)

 
 沖縄戦から78年

瀬
底
正
賢
さ
ん(

１
９
２
９

年
２
月
10
日
生
ま
れ)

。

当
時
の
本
籍
地

沖
縄
県

沖
縄
水
産
学
校
鉄
血
勤
皇
通

信
隊
在
籍(

日
本
史
上
初
の

14
～
16
歳
の
学
徒
に
よ
る
少

年
部
隊)

、
１
９
４
５
（
昭

和
20
）
年
４
月
１
日
未
明
に

兄
と
二
人
で
第
32
軍
司
令
部

通
信
隊
入
隊
（
同
日
、
米
軍

上
陸
）





お れ た ち

【
菊
池
賢
太
朗
＝
書
記
局
】

現
在
、
国
が
推
し
進
め
て
い
る

保
険
証
廃
止
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
の
強
制
の

弊
害
が
実
際
に
組
合
員
に
も
発

生
し
ま
し
た
。

荒
川
支
部
所
属
の
組
合
員
が

今
年
の
６
月
に
病
院
を
２
か
所

受
診
し
ま
し
た
。
そ
の
方
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
土
建

国
保
の
健
康
保
険
証
の
利
用
登

録
を
済
ま
せ
て
い
た
為
、
受
診

時
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
提
示
し
ま
し
た
。
１
ヵ
所
目

の
病
院
で
は
特
に
問
題
も
無
く

受
診
出
来
ま
し
た
が
、
２
ヵ
所

目
を
受
診
し
た
際
に
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
ま
し
た
。

受
付
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
「
貴
方

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は

ご
本
人
と
は
別
に
２
名
分
の
情

報
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は

保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
受

診
出
来
ま
し
た
が
、
窓
口
で

「
す
ぐ
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
登

録
状
況
を
確
認
し
た
方
が
良
い

が
病
院
側
で
は
登
録
情
報
の
確

認
や
変
更
、
修
正
等
の
作
業
は

出
来
な
い
。
別
の
と
こ
ろ
に
問

い
合
わ
せ
て
欲
し
い
」
と
言
わ

れ
、
何
処
に
問
い
合
わ
せ
れ
ば

良
い
の
か
尋
ね
て
も
明
確
な
回

答
は
返
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。帰

宅
後
、
す
ぐ
に
調
べ
て
デ

ジ
タ
ル
庁
が
開
設
す
る
問
い
合

わ
せ
窓
口
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
健
康

保
険
証
の
利
用
登
録
に
関
し
て

は
自
治
体
に
問
い
合
わ
せ
て
欲

し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
区
役
所
に
連
絡
し
た
と

こ
ろ
、
「
保
険
者(

東
京
土
建

国
保
組
合)

に
問
い
合
わ
せ
て

欲
し
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

後
日
、
そ
の
組
合
員
か
ら
支

部
に
連
絡
が
あ
り
経
緯
を
聞
き

取
り
、
土
建
国
保
組
合
に
確
認

し
ま
し
た
が
、
国
保
組
合
で
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
の
登
録
等

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う

な
場
合
の
対
応
は
自
治
体
や
国

で
な
い
と
で
き
な
い
と
の
返
答

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
回
答
を
区
役
所
に
伝
え

た
と
こ
ろ
、
一
度
区
役
所
に
来

て
欲
し
い
と
言
わ
れ
足
を
運
び

ま
し
た
。
し
か
し
、
原
因
は
分

か
ら
ず
、
区
役
所
と
国
保
組
合

で
話
し
合
い
も
し
ま
し
た
が
解

決
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

受
診
し
た
病
院
に
も
確
認
を

し
ま
し
た
が
、
病
院
側
で
対
応

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、

再
び
デ
ジ
タ
ル
庁
の
窓
口
の
相

談
し
、
後
日
個
別
対
応
し
て
も

ら
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

病
院
→
デ
ジ
タ
ル
庁
→
区
役

所
→
支
部
→
国
保
組
合
→
区
役

所
→
病
院
→
デ
ジ
タ
ル
庁
と
た

ら
い
回
し
に
さ
れ
、
結
局
は
デ

ジ
タ
ル
庁
が
対
応
す
る
こ
と
と

な
り
、
初
め
か
ら
デ
ジ
タ
ル
庁

が
対
応
す
れ
ば
こ
の
よ
う
に
時

間
が
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

従
来
の
保
険
証
を
使
用
す
れ

ば
何
も
問
題
は
起
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
だ
け
の
無
用
な
手
間

と
時
間
が
か
か
り
、
現
在
も
解

決
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
は
、
間
違
っ
た
情
報

の
登
録
に
よ
っ
て
、
投
薬
や
治

療
、
輸
血
等
の
医
療
ミ
ス
が
起

こ
り
、
最
悪
の
場
合
は
死
亡
に

つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
問
題
を
よ
り
身
近
に

感
じ
、
世
間
で
騒
が
れ
て
い
る

問
題
は
決
し
て
他
人
ご
と
で
は

な
い
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。今

回
の
件
に
限
ら
ず
多
く
の

人
や
機
関
に
混
乱
を
招
い
て
い

る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
府
は

来
年
秋
の
健
康
保
険
証
廃
止
の

姿
勢
を
変
え
て
い
ま
せ
ん
。

ポ
イ
ン
ト
が
貰
え
る
か
ら
、

証
明
書
の
発
行
が
楽
に
な
る
か

ら
と
安
易
に
登
録
せ
ず
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
登
録
に
は
様
々
な
今

回
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
と

い
う
事
を
理
解
し
て
か
ら
判
断

し
て
く
だ
さ
い
。

( 4 )２０２３年７月１０日 第６５７号

地域支援活動の取り組み

寄付をお願いしたいもの

・食品
(期限が３カ月以上残っているもの)
米、レトルト食品、缶詰、調味料、
乾麺、非常食など日持ちするもの

・生活消耗品
ティッシュ、トイレットペーパー、
洗剤、シャンプー、ボディソープ、
生理用品など

・乳幼児用紙おむつ
(開封済みでも可)

・粉ミルク
※保管場所の都合上衣類は受け付け
ていません。
その他にも寄付して良いか分からな
いものがあったら支部事務所までご
相談下さい。

求

人

情

報

【荒川支部】

募集職種 電工

就労形態 正規雇用

人員 ３人以上

条件 経験者

社名 株式会社大永電気

郵便番号 １１０-０００１

住所 東京都台東区谷中３-19-10

電話番号 ０３-３８２３-２３１４

ＦＡＸ ０３-３８２３-２４００

メールアドレス kazuya_sasaki@daiei

-taito.co.jp 採用担当 佐々木

【荒川支部】

募集職種 施工管理(担当者)

就労形態 正規雇用

人員 ２人

条件 経験者

資格 １級電気工事施工管理技士、又は第一種

電気工事士

社名 株式会社大永電気

郵便番号 １１０-０００１

住所 東京都台東区谷中３-19-10

電話番号 ０３-３８２３-２３１４

ＦＡＸ ０３-３８２３-２４００

メールアドレス kazuya_sasaki@daiei-taito.

co.jp 採用担当 佐々木

【荒川支部】

募集職種 電気設備工事

現場：東京23区内新築・改修工事

就労形態 請負契約(法人・個人問わ

ず)

条件 経験者

社名 株式会社大永電気

郵便番号 １１０-０００１

住所 東京都台東区谷中３-19-10

電話番号 ０３-３８２３-２３１４

ＦＡＸ ０３-３８２３-２４００

メールアドレス kazuya_sasaki@daiei

-taito.co.jp

採用担当 佐々木

【荒川支部】

募集職種 消防設備士

就労形態 正規雇用

人員 １人

社名 株式会社ネクストゲート

郵便番号 １１６ー００１２

住所 東京都荒川区東尾久８ー10ー２

携帯番号 ０９０ー４３８４ー６７３

１

ＦＡＸ ０３ー６８０７ー７９７４

メールアドレス ｈｉｒｏｙｕｋｉ．
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【
竹
達
浩
通
信
員
＝
南
千

住
分
会
】
戦
争
の
代
名
詞
は

破
壊
と
殺
略
と
消
耗
と
い
え

ま
す
、
そ
の
内
訳
は
損
失
と

悲
し
み
と
怒
り
で
す
。
戦
争

で
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
敗

者
が
貧
困
を
強
要
さ
れ
、
全

戦
争
責
任
を
転
嫁
さ
れ
る
こ

と
で
す
。

ま
た
、
戦
争
に
よ
る
衝
撃

は
当
事
国
の
問
題
だ
け
で
は

な
く
、
今
は
世
界
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
全
て
の
国
の
特
に

経
済
に
大
打
撃
と
な
り
、
混

乱
と
貧
困
が
弱
者
で
あ
る
子

供
、
女
性
、
高
齢
者
を
襲
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
悲
惨
な
実
例
を
私
た

ち
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
報
道
で
日
常
目
の
当

た
り
に
し
て
い
ま
す
。
人
が

地
上
に
生
を
受
け
て
社
会
に

貢
献
で
き
る
年
齢
を
最
低
１

８
歳
と
す
る
な
ら
ば
、
如
何

に
人
間
は
長
い
成
長
期
間
中

に
経
済
的
保
護
が
必
要
か
は

明
白
で
す
。

し
か
し
、
世
界
で
は
戦
争

の
影
響
で
子
供
を
含
む
多
く

の
人
々
が
死
ん
で
い
ま
す
、

そ
の
原
因
は
歴
史
的
な
背
景

を
含
め
、
世
界
人
口
の
１
％

に
満
た
な
い
政
治
家
や
軍
需

産
業
や
軍
隊
が
戦
争
を
起
こ

し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

世
界
平
和
を
望
む
９
９
％

以
上
の
人
々
が
、
１
％
に
も

満
た
な
い
特
権
的
な
人
々
に

支
配
さ
れ
、
貧
困
や
戦
争
で

人
権
を
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
は

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

い
ま
世
界
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
開
放
的
な
対
話

・
多
角
的
な
視
点
と
多
様
性

を
擁
護
す
る
環
境
整
備
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

完
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【荒川支部】

募集職種 防水工

就労形態 正規雇用

人員 ３人以上

条件 無し

社名 株式会社TIK.PROOF

郵便番号 １１６-００１３

住所 東京都荒川区西日暮里１-23-12

電話番号 ０８０-３３９９-５４４９

【荒川支部】

募集職種 鳶工

就労形態 正規雇用

人員 ３人以上

条件 無し

社名 株式会社レグルス建設

郵便番号 １１６-００１３

住所 東京都荒川区西日暮里２-41-15

電話番号 ０９０-２７３９-５６６４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証

支
部
で
も
ト
ラ
ブ
ル

【荒川支部】

募集職種 建築金物業

就労形態 正規雇用・請負契約 人員 ２人

条件 普通自動車免許 経験不問 (請負契約は経験者のみ)

社名 ウスキ工業

郵便番号 １１６-０００３ 住所 荒川区南千住８-３-３-１１０２

電話番号 ０９０-４３６４-０６４５ ＦＡＸ ０３ー６８０６ー７５７６


